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～安全で安心～

 

【事故が多発している箇所をなくす】

－３２－ －３３－

■近年、鳥取県の死傷事故件数は横ばい状態です。

■県内の死傷事故は鳥取市や米子市及び２都市を結ぶ国道９号において多発してい

 

ます。

道路形状別・類型別の割合死傷事故件数の推移

死傷事故件数

 

は横ばい状態

鳥取市・米子市に集中

国道9号が多い

直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道

ｋｍあたり事故件数（H15）

資料：交通事故統合データベース（Ｈ１５）

■平成１８年度には、米子道路の無料化を実施し、平行する現道区間の事故を削減

 

しました。
■更に、国道５３号今町１丁目交差点などにおいて、交通事故対策を実施し、事故

 

件数の削減を図りました。

平成１８年度実施事業

：効果が大きな事例

 

：効果がみられた事例

 

：十分な効果がみられない事例

主体 事業名 事業内容 効果の内容 評価 備考

国土

交通省
米子道路無料化 －

交通の分散による

 

事故の減少
Ｐ３４
参照

国土

交通省

国道５３号

今町１丁目交差点

交差点形状変更

 

等（コンパクト化）
交差点形状変更

 

等による事故減少
Ｐ３５
参照

国土

交通省

国道９号

久米町交差点
路面表示等

注意喚起路面表

 

示による事故減少
Ｐ３６
参照

国土

交通省

国道９号

西福原１丁目交差点
路面表示等

注意喚起路面表

 

示による事故減少
Ｐ３７
参照

１ 鳥取県の現状１

死傷事故件数

事故が多発している箇所をなくす 昨年度の成果（達成度報告）２

その他
0%

車両相互
（その他）

19%

人対車両
6%

車両単独
5%

車両相互
（出会頭）

17%

車両相互
（正面衝突・追突）

53%

その他
0%

交差点・小
9%単路

63%

交差点・大
8%

交差点付近
7%

交差点・中
13%

資料：交通事故統合データベース（Ｈ１５）

資料：警察庁HP等より

２，９７０件

H17 H18

目標達成！

鳥取県の死傷事故件数

実績値
（２,８７８件）

目標値（２，９３５件）

 

※

※H18業績計画書より



－３４－ －３５－

～安全で安心～

 

【事故が多発している箇所をなくす】

米子道路無料化
～死傷事故が減少～

具体事業
の成果

• 米子市周辺の東西方向の連絡はもっぱら国道９号に集中し、交通渋滞や事故

 

等の課題が生じています。
• 一方、国道９号と平行する米子道路は、有料区間の利用が低迷しています。
• このため、平成18年4月1日、米子道路（米子東IC～淀江IC間）、延長約5kmを

 

無料開放し、国道９号との適切な交通分担を図りました。

評 価

事業内容

• 国道９号から米子道路への交通転換により国道９号の事故が減少しました。整備効果

検証の継続AActionction
今後も引き続き、交通事故の

 

発生動向について検証します。

対策の効果検証CCheckheck

PPlanlan 適切な交通分担

米子東IC～淀江IC間の無料化DDoo

無料化後、
死傷事故件数が
約４５％減少

交通量のバランス（百台/日）

33

254

0

100

200

300

国道９号 米子道路（有料区間）※国道9号はH11、米子道路はH16調査

■交通が国道９号に集中している

 

ため、米子道路（有料区間）の容

 

量を有効に活用し、交通転換を図

 

り、適切な交通流を実現する施策

 

が有効。

交通容量122

交通容量177

※無料化前（H17.4～H18.3）及び無
料化後（H18.4～H19.3）の事故件
数の比較（国道９号：米子市淀江
町今津～米子市二本木地内）

平成19年4月1日

 

無料開放

淀江IC～米子東IC

淀江IC

0 1 2 3 4

横断歩道横断中

追突

出合頭

右折時

件数

国道５３号今町１丁目交差点の事故対策
～交差点のコンパクト化等により事故が減少～

具体事業
の成果

■追突や右折時の事故が多発しています。
■事故件数の４割削減を目指します。

【対策の概要】

・事故危険箇所である今町１丁目交差点では、追突や右折時

 

の事故が多く発生しているため、横断歩道位置の変更等によ

 

る交差点のコンパクト化等を行いました。

評 価

事業内容

• 対策により事故が減少しました。

整備効果

PPlanlan 追突・右折時の事故が多発

事故特性を踏まえ対策を実施DDoo

対策後 ０件
※対策後：H18年

今後も引き続き、交通事故の

 

発生動向について検証します。

対策の効果検証CCheckheck

検証の継続AActionction

国道５２号

 

今町１丁目交差点

※交通事故統合データベースより集計(H11～H14）

平成13年～16年まで

 

の事故件数

４件

目標

４割削減

対策後（平成18年）、

事故が発生していません。

国
道

53号

国道 53号

（主）鳥取鹿野倉吉線

市
道
智
頭
街
道

縁石を曲線にして、
歩道たまりを確保

横断歩道位置を手前にし、コンパクト化

縁石をなめらかにし、
歩道たまりを確保

H18年度 H18年度



－３６－ －３７－

～安全で安心～

 

【事故が多発している箇所をなくす】

・下り勾配のためスピードが出やすく、また曲線区間で見通

 

しが悪いため追突事故が多数発生している久米交差点に

 

ついて、現地の合同点検を行い、その意見を取り入れた

 

対策案を実施しました。

具体事業
の成果

国道９号久米町交差点の事故対策
～路面表示の実施により事故が減少～

評 価

• 対策により交差点における自動車の走行速度の低下が確

 

認されました。

事業内容

整備効果

検証の継続AActionction
今後も引き続き、交通事故の

 

発生動向について検証します。

対策後
減速路面表示による速度低下

（破

 

線）最大1.0km/h減少
（マーク）最大1.8km/h減少

対策の効果検証CCheckheck

国道９号

 

久米交差点

過去の対策結果や「ヒヤリ地図」作成で知り得た

 

情報等から選定した対策内容の詳細について、現

 

地にて所轄警察署と確認。

PPlanlan 警察との連携による合同点検を実施
【合同点検の様子】

合同現地視察時の意見
意見①：老人福祉研究所前の減速路面表示は、騒音の発生をさけるためマーク→破線に変更した方が良い
意見②：２車線区間は現況の車線幅員が広いので、減速路面表示（破線）の幅を少し広げた方が良い

平成13年～16年まで

 

の事故件数 目標

 

３割削減２５件

【対策の概要】

合同点検を踏まえての事故対策の実施DDoo

「追突注意」
文字表示
2箇所

減速路面標示
（破線幅30cm）の標示

減速路面標示
（マーク）の標示

横断歩道注意
喚起ラインの設置

4箇所

減速路面標示
（破線）の標示

国道９号西福原１丁目交差点の事故対策
～路面表示の実施により事故が減少～

具体事業
の成果

■交差点での停車車両や駐車場出入車両

 

への追突事故・出会い頭事故、及び右

 

折事故が多く発生しています。
■横断歩道等でのヒヤリ体験も発生して

 

います。

【対策の概要】

・事故が多発する西福原１丁目交差点について、路面表示対策

 

を実施しました。

評 価

事業内容

• 対策により交差点における自動車の走行速度の低下や一時

 

停止率の向上が確認されました。

整備効果

PPlanlan 追突・右折時の事故が多発

事故特性を踏まえ対策を実施DDoo

今後も引き続き、交通事故の

 

発生動向について検証します。

検証の継続AActionction
平均走行速度

 

4.8km/h減少
一時停止率

 

6.8P増加

対策の効果検証CCheckheck

国道９号

 

西福原１丁目交差点

H13～H17交通事故件数

2

33

20

4

9

24

0 10 20 30 40

正面衝突

追突

出会い頭

車線変更時

左折時

右折時

対策後

※平成18年9月7日

 

倉吉河川国道事務所記者発表資料

「追突注意」文字表示「追突注意」文字表示 減速路面表示の設置

減速路面表示の設置

減速路面表示の設置

「追突注意」文字表示

「追突注意」文字表示

「追突注意」文字表示

「事故多発」文字表示

「事故多発」文字表示

横断歩道部カラー舗装

交差点部カラー舗装
自転車通行帯注意喚起ライン

H18年度H18年度



－３８－ －３９－

～安全で安心～

 

【事故が多発している箇所をなくす】

0
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3,500

H16 H17 H18 H19末

件／年

■平成１９年度には、名和・淀江道路、志戸坂峠道路の整備とともに、事故危険箇

 

所・あんしん歩行エリア・事故率の高い箇所の対策を重点的に実施し、事故件数

 

の削減を図ります。
■事業実施による事故の削減数を３０件と設定し、アウトカム指標の目標値は、
２,８７８件から３０件を減じた２,８４８件（平成１８年値の１．０％削減）と

 

します。

３．本年度のとりくみ（業績計画）本年度のとりくみ（業績計画）３

死傷事故件数の目標

3,048件

［Ｈ１８］

Ｈ１７に対して
３.１％削減

［Ｈ１９目標］

Ｈ１８に対して
１.０％削減

2,878件 2,848件

Ｈ１９年度完了事業箇所の一覧表

2,970件

主体
路線名及び
事業名

施策 備考

国土
交通省

名和・淀江道路

※延伸部を除く
自動車専用道路整備 －

国土
交通省 志戸坂峠道路 自動車専用道路整備 －

国土
交通省

国道９号
湖山北交差点

路面表示等 あんしん歩行エリア

国土
交通省

国道９号
伯耆大山駅入口交差点

交差点改良等 －

国土
交通省

その他の交通安全事業

（２９箇所）

うち、あんしん歩行エリアに係るもの２箇所

事故危険箇所に係るもの９箇所

名和・淀江道路の整備
～交通事故の削減を目指す～

具体事業の
期待される

成果

・当該区間の国道９号の死傷事故率は225件/億台キロで、

 

県平均（25.3件/億台キロ）の８倍以上となっています。
・このため、名和・淀江道路の整備に伴う国道９号の交通転

 

換により、交通事故の削減を目指します。

事業内容

• 名和・淀江道路の整備により、交通事故の削減を目指します。

期待される成果

PPlanlan 全線にわたり交通事故が発生

名和・淀江道路の整備DDoo
・・AActionction

CCheckheck

供用後は、死傷事故の

 

発生状況等を踏まえて

 

効果を検証します。

名和・淀江道路 中山・名和道路

※平成18年9月8日

 

国土交通省中国地方整備局資料

計画の概要
区間：西伯郡大山町下市～

 

西伯郡大山町安原
延長：L=12.1km
道路規格：第1種

 

第2級
設計速度：V=100km/h
計画幅員：W=23.5ｍ
車線数：4車線

淀江IC

名和IC (仮称)

H19年度
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－４０－ －４１－

～安全で安心～

 

【事故が多発している箇所をなくす】

志戸坂峠道路の整備
～冬期交通障害の削減を目指す～

具体事業の
期待される

成果

・一般国道373号の線形不良区間の解消、

 

冬期交通の安全確保を目的として志戸坂

 

峠道路を整備します。

事業内容

• 志戸坂峠道路の整備により、交通事故の

 

削減、及びこれに伴う通行障害の削減を

 

目指します。

PPlanlan 積雪等による事故・通行止めが発生

志戸坂峠道路の整備によりDDoo
・・AActionction

CCheckheck

供用後は、死傷事故の

 

発生状況等を踏まえて

 

効果を検証します。

通学児童の横を大型車が通過 交通機能の確保（供用区間）

交通事故の削減が期待されます。

冬期の降雪による通行障害冬期の降雪による通行障害

■国道３７３号は、冬期に路面凍結や積雪による通行

 

障害や事故による長時間の通行止めが発生し、地域

 

生活や物流に支障が生じています。

※平成9年2月5日

 

山陰中央新報

志戸坂峠道路
H19年度供用区間

国道９号湖山北交差点の事故対策
～交通事故の削減を目指す～

具体事業の
期待される

成果

・当該箇所は、４車線の国道９号と、市道湖山北道路１号線

 

が鋭角に交差する箇所であり、追突等の事故が発生して

 

います。
・このため、路面表示等による交通事故対策を実施します。

事業内容

• 対策により、交通事故の削減を目指します。

PPlanlan 追突・出会い頭の事故が多い

路面表示等による注意喚起DDoo

・・AActionction
CCheckheck

供用後は、死傷事故の

 

発生状況等を踏まえて

 

効果を検証します。

国道９号

 

湖山北交差点

■交差点の停車車両や市道出入車両への追突事故・
出会い頭事故が多く発生

国道９号を走行するドライバーへの注意喚起等

 

が必要！

国道９号

路面表示
「追突注意」

路面表示
「追突注意」 減速路面標示

（破線）の標示

減速路面標示
（破線）の標示

期待される成果 期待される成果

H19供用予定区間と平行する
現道区間の死傷事故件数（件/年）

H19年度H19年度



死傷事故件数（H8～H17）

1

1

1

6

12追突（停車中）

右折時

工作物衝突

出会頭

その他

－４２－ －４３－

～安全で安心～

 

【事故が多発している箇所をなくす】

国道９号伯耆大山駅入口交差点の事故対策
～交通事故の削減を目指します～

具体事業の
期待される

成果

・当該交差点は、国道９号日吉津橋の西詰にあたり、

 

本線橋梁部と側道、及び市道の合流箇所となっており、

 

交通事故が発生しています。
・このため、交差点改良等による事故対策を実施します。

事業内容

• 対策により、交通事故件数の削減を目指します。

PPlanlan 追突・右折時の事故が多い

DDoo

・・AActionction
CCheckheck

供用後は、死傷事故の

 

発生状況等を踏まえて

 

効果を検証します。

伯耆大山駅入口交差点（仮称）

路面表示
「追突注意」減速路面標示

（破線）の表示

■交差点での停車車両への追突が多く発生

国道９号を走行するドライバーへの注意喚起に

 

よる速度の抑制が必要！

路面表示等による速度抑制

国道９号

一方通行

跨線橋下道路の一方通行化

期待される成果

H19年度

・平成17年度に実施した国道２９号の事故対策について、地元住民と合同による事後

 

点検と対策効果の検証を行いました。
・検証によって効果が確認されたことを受けて、平成18年度には周辺地区に対策エリ

 

アを広げ、面的な事故対策に取り組んでいます。

TOPICS～国道２９号八頭町内の住民参加型事故対策～

国道２９号沿線エリア

 

に対象を拡大し、平成

 

１８年２月、鳥取県八

 

頭地方県土整備局が事

 

務局となり「安心な道

 

整備八頭町・郡家地域

 

協議会」を設置。国道

 

２９号を含む対象エリ

 

アの道路（主に歩道）

 

の問題点・課題を検証

 

し、対策を実施。

PPlanlan・・DDoo 線的対策から面的対策へ（国道２９号の追加対策も実施）

AActionctionCCheckheck

平成17年度の取り組み

警察・地域と連携した合同点検の結果

 

を受けた対策の実施

対策① 情報板を活用 対策② 路面表示の設置

地元住民による事後点検と対策効果

 

の確認 事故件数の推移（路面表示対策実施
個所）

7
2 3

4

0

5

10

15

平成１６年 平成１７年 平成１８年

（件／年）

物損事故 人身事故

事故減少

事故データは郡家警察署

国
道
２
９
号

アイム天満屋

郡家町役場入口交差点

宮谷交差点（H17路面表示施工地区）
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展開エリア）展開エリア）

平成平成1717年度事業年度事業
（線的な対策）（線的な対策）

国道29号追加対策（H18.12）

■H17緑色路面標示

 

箇所では事故減少
■八頭町市街地部

 

全体では増加

事故が多い2区間を対象

・事故多発区間で計画されている交差

 

点改良計画へ事故対策を反映。
（予定）

交差点計画への反映追加対策の検証

・平成１８年１２月に施工した青色路面

 

標示箇所の対策効果を検証

H19年度



～安全で安心～

 

【事故が多発している箇所をなくす】

－４４－ －４５－

・八頭郡智頭町中心部を通過している国道５３号の交通安全対策として、歩道等整備

 

について、地元組織「かわらまち夢つくり委員会」との意見交換により事業計画を策

 

定し工事を実施しました。

～国道５３号智頭町住民との意見交換会～TOPICS

PPlanlan 智頭町内の交通安全対策の進め方

今後の交通事故の発生動向について、引き続き地域と連携し検証していきます。

DDoo

①国道５３号が智頭町の中心部を走っている
②高速道路姫鳥線の開通（智頭～河原）がH20年に予定

 

され、観光客の増加が見込まれる。
③多くの地元の方、学生が智頭郵便局～京橋間を利用さ

 

れている。
④ＪＲ智頭駅～智頭宿が一つの観光導線になっている。

京橋交差点部

智頭郵便局前

智頭郵便局～京橋間を道路利用者（特に歩行者）が快適に利用できるよう

 

京橋部の改良に併せ計画した方が得策と考えられる。

CCheck heck ・・

 

AActionction

第１回（H18.10.11）
■意見交換会の進め方、スケジュール確認
■検討範囲、項目、内容の整理
■道路歩道整備方針の提案、議論、（決定）

（道路幅員、交差点計画、安全施設）
■維持管理への協力体制づくりの検討

第２回（H18.11.30）

第３回（H19.1.25）

第４回（H19.4.5）

■歩道計画（材料、色彩、施設）の提案、議論、決定
■工事計画（規制等）の説明

■京橋歩道拡幅完了部の現地点検
■智頭郵便局前交差点の交通安全対策計画の提案
■案内看板・サイン設置計画の議論

第５回（H19.6.20）
第６回（H19.8.07）
第７回（H19.9.27）

■智頭郵便局前交差点交通安全対策の議論、決定
■京橋交差点歩道改修の議論、決定
■京橋歩道（上り）の議論、決定
■維持管理（花壇等）の協力体制の議論
■工事計画（規制等）の説明

京橋歩道拡幅工事
（H19.1.31～3.28）

京橋歩道工事ほか
（H19.10.9～

 

）

意見交換会・対策の実施

京橋歩道拡幅後

H19年度


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7

